




都築 繁幸・山辺 由紀 
 
Abstract  The purpose of this research is to examine the structure of the resilience of 
the fourth grade students of elementary school from the viewpoint of its innate and 
acquired aspects.  In the adult - elementary school version、the innate scales were 3 
factors、the acquired scales were 1 factor、a total of 4 factors.  Correlation analysis was 
conducted on the versions of Hirano (2010)、Tanaka (2012) and Hara (2016).  A 
statistically significant correlation was found in any factor.  Factor analysis was 
carried out on 3 scales 53 items and 7 factors were found. 




































































































































































































 Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ 
Ａ レジリエンス獲得的要因（α＝．79） 
   友達の考えていることをわかるのがどちらか言うと得意です。 
   友達との思い違いがあったとき、積極的に話をしようとします。 
   友達の気持ちや、ちょっとした顔の表情の変化に気づくのが上手です。 
   嫌な出来事があったとき、そのことで自分の気持ちがどのように変わるかわかります。  








   友達が多く、誰とでも仲良くできます。 
   前から友達と仲良くするのが上手です。 
   自分から友達と仲良くなることが得意です。   
 
   .80 
   .79 
   .73 
Ｃ 行動力（α＝．79） 
   自分はどんなこともあきらめずに取り組むことができる人だと思います。 
   自分は体力がある方だと思います。 
   決めたことを最後までやり通すことができます。 
   努力することも大事にする方です。 
 
      .74 
      .74 
      .58 
      .50 
Ｄ 楽観性（α＝．77） 
   どんなことでも、だいたい何とかなりそうな気がします。 
   たとえ自信がないことでも、最後までなんとかなると思います。 
   大変がことが起こっても、どうにか乗り越えることができると思います。 
   
        .79 
        .78 
        .50 
Ｎ＝458（α＝.90）                        因子間相関 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
                                       Ａ  － .61 .68 .65 
                                       Ｂ   － .54 .57 
                                       Ｃ    － .72 



























































 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Ａ 挑戦性（α＝．82） 
    やり始めたことは最後までやり通します。 
   苦手なことでも失敗を恐れずに取り組みます。 
   決めたら必ず実行します。 







    悲しいときは自分の気持ちを誰かに聞いてもらいたいと思います。 
    つらいときは自分の気持ちを誰かに聞いてもらいたいと思います。 
    考えを人に聞いてもらいたいと思います。 
 
   .95 
   .91 
   .52 
Ｃ 楽観性（α＝．66） 
   嫌なことがあったときでもくよくよしません。 
    困ったとき、考えるだけ考えたらもう悩みません。 
    嫌なことでも時間がたてば自然に忘れることができます。 
 
      .73 
      .61 
      .54 
Ｄ 積極活動性 
   新しい行事や仕事にすぐ慣れる方です。 
   
        .63 
Ｎ＝458（α＝.85）                        因子間相関 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
                                       Ａ  － .48 .58 .68 
                                       Ｂ   － .30 .44 
                                       Ｃ    － .46 











表 3 原ら（2016）レジリエンス尺度因子分析結果（主因子法、プロマックス回転後） 
 Ⅰ  Ⅱ 
Ａ 感情調整（α＝．75） 
   いつも落ち着いているように心がけています。 





   ねばり強いほうです。 
 
    .53 
Ｎ＝458（α＝.69）                           因子間相関     Ａ  Ｂ 
                                           Ａ  －  .80 
                                           Ｂ    － 
 



































 － 0.548＊ 0.597＊ 0.555＊ 0.639＊ 0.459＊ 0.434＊ 0.525＊ 0.517＊ 0.488＊ 
  － 0.501＊ 0.526＊ 0.525＊ 0.399＊ 0.403＊ 0.464＊ 0.310＊ 0.398＊ 
   － 0.613＊ 0.715＊ 0.376＊ 0.347＊ 0.510＊ 0.416＊ 0.515＊ 
    － 0.634＊ 0.406＊ 0.428＊ 0.521＊ 0.457＊ 0.480＊ 
     － 0.454＊ 0.477＊ 0.526＊ 0.52＊ 0.489＊ 
      － 0.253＊ 0.333＊ 0.304＊ 0.311＊ 
       － 0.306＊ 0.423＊ 0.311＊ 
        － 0.319＊ 0.436＊ 
         － 0.380＊ 
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第一因子では α=０．８５、第二因子では α=０．８５、第三因子では α=０．８０、第四因






















Ｂ 意思表示 （α＝.85） 
 つらいときは、自分の気持ちを誰かに聞いてもらいたいと思います。 
 悲しいときは自分の気持ちを誰かに聞いてもらいたいと思います。 
 考えを人に聞いてもらいたいと思います。   
 困ったとき、友達に助けてほしいとお願いできます。 
 
  .96  
  .94 
  .54 
  .44 
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   .50 





    .77 
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     .66 
     .53 
     .49 






     .70 
     .53 
     .51 
Ｎ＝458（α＝.90）                   因子間相関 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 
                                 Ａ  － .48 .61 .59 .65 .46 
                                 Ｂ   － .40 .46 .45 .28 
                                 Ｃ    － .43 .60 .46 
                                 Ｄ     － .55 .45 
                                 Ｅ      － .42 
                                 Ｆ       － 
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